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生
涯
学
習
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
る
現
在
、
城
山
公
民
館
で

は
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
が
公
民
館

の
教
室
を
利
用
し
て
熱
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
城
山
公
民

館
で
は
90
以
上
の
団
体
や
サ
ー
ク

ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
4
つ
の

サ
ー
ク
ル
活
動
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
ご
紹
介
す
る
サ
ー
ク
ル

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
会
員
の
入
会

を
歓
迎
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
城
山
公
民

館
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

絵
手
紙
　
花
水
木

�
代
表　

北
山　

英
三

　

平
成
23
年（
2
0
1
1
）、東
日
本�

大
震
災
の
時
に
、
シ
ニ
ア
大
学
の

教
室
で
絵
手
紙
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
陸
前
高
田
へ
毎
年
の
よ

う
に
団
扇
を
送
り
ま
し
た
。
教
室

は
、
最
初
は
十
数
人
の
参
加
者
が

い
ま
し
た
が
、現
在
は
6
名
で
す
。

外
で
活
動
す
る
気
持
ち
と
仲
間
と

の
絆
が
支
え
で
す
。
ご
一
緒
に
絵

手
紙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
本
画
　
カ
メ
リ
ア
会

�

代
表　

角
田　

範
子

　

日
本
画
の
絵
の
具
は
、天
然
の
岩

を
砕
い
た
も
の
で
美
し
い
色
で
す
。

し
か
し
、今
は
人
工
絵
の
具
も
あ
り

ま
す
。岩
石
を
粉
状
に
し
た
絵
の
具

と
膠に
か
わ（
牛
皮
を
煮
出
し
て
固
め
た
も

の
）を
溶
か
し
て
絵
の
具
に
混
ぜ
て
、

日
本
古
来
の
和
紙
に
描
き
ま
す
。

　

一
期
一
会
を
大
切
に
、
自
然
の

美
し
さ
を
表
現
で
き
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。
カ
メ
リ
ア
会
は
、
第

2
・
第
4
火
曜
日
午
後
1
時
よ
り

活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

謡
曲
　
城
山
謡
曲
会

�

健
康
謡
曲　

髙
野　

春
雄

　

宮
本
隆
治
著
「
老
い
は
喉
か
ら

や
っ
て
く
る
」
に
よ
れ
ば
、
誤

嚥
・
声
が
れ
・
震
え
声
・
活
舌
・

情
緒
不
安
な
ど
は
、
ノ
ド
の
筋
肉

の
衰
え
に
関
係
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
、
謡
曲
に
よ
っ

て
、
声
を
力
強
く
、
声
の
高
低
の

調
子
を
リ
ズ
ム
（
拍
子
）
で
鍛
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
謡
曲

に
よ
り
、
ノ
ド
を
元
気
に
心
を
豊

か
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

発表会風景（4年度）

オ
カ
リ
ナ
　
か
た
く
り

�

代
表　

小
山　

清
治

　

西
長
野
の
会
（
旧
名
称
）
は
平

成
25
年
に
発
足
し
、
令
和
6
年
2

月
に
オ
カ
リ
ナ
か
た
く
り
に
名
称

変
更
し
ま
し
た
。
毎
月
、
最
終
土

曜
午
後
1
時
～
3
時
と
第
2
水
曜

午
前
9
時
～
11
時
半
に
活
動
し
、

中
條
健
一
先
生
か
ら
曲
の
情
景
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
吹
く
よ
う
ご

指
導
を
受
け
ま
す
が
、
な
か
な
か

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
年
4
回
演

奏
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ご
一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。
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公 民 館 区 世 帯 数
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あちこちスナ プ
　

善
光
寺
周
辺
に
は
、
善
光

寺
七
清
水
と
呼
ば
れ
る
涌
き

水
が
あ
り
、
古
く
か
ら
地
域

の
人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
源
で
あ
っ
た
。

　

写
真
は
、
地
区
名
の
由
来

に
も
な
っ
た
箱
清
水
（
箱

池
）。

　

善
光
寺
七
清
水
の
う
ち
、

西
長
野
に
あ
る
夏
目
清
水
。

　

鎌
倉
時
代
に
西
光
寺
を
開

基
し
た
叡
錬
上
人
が
、
地
面

を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
水
が
川

の
よ
う
に
涌
き
だ
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

善光寺　七清水

箱清水（箱清水区）夏目清水（西長野区）

創作活動風景

日頃の演奏練習風景

公
民
館
で
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動

ご
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
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城
山
公
民
館
　
歴
史
シ
リ
ー
ズ

城
山
公
園そ

の
15

そ
の
15

　

現
在
、
日
々
変
貌
す
る
城
山
公

園
一
帯
。
こ
の
歴
史
あ
る
城
山
公

園
の
か
つ
て
の
姿
を
長
く
記
憶
に

と
ど
め
て
お
き
た
い
と
願
い
、
本

シ
リ
ー
ズ
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
城
山
公
園
の
北
に
は
、

か
つ
て
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
長
野
市
を
は
じ
め
広
く
県
下

各
地
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
こ
の
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
と

7
月
に
開
館
し
た
「
な
が
の
こ
ど

も
館
な
が
ノ
ビ
！
」
に
つ
い
て
ふ

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼

　

昭
和
60
年
（
1
9
8
5
）
7

月
、
21
世
紀
を
に
な
う
子
ど
も
た

ち
に
、
最
近
の
科
学
や
基
礎
科
学

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
施
設
と

し
て
、
長
野
市
少
年
科
学
セ
ン
タ

ー
が
開
館
し
ま
し
た
。
建
物
は
地

上
1
階
、
地
下
1
階
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
、
実
験
工
作
室
も
そ

な
え
、
総
額
11
億
円
を
か
け
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、自
分
の
手
・
足
・
目
・�

耳
な
ど
体
全
体
を
つ
か
っ
て
、
基

礎
原
理
・
最
新
の
科
学
技
術
を
体

験
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科

学
知
識
や
科
学
す
る
夢
を
育
て
る

　

昭
和
25
年
（
1
9
5
0
）、
長

野
市
公
民
館
で
、
は
じ
め
て
成
人

教
育
講
座
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
戦
後
日
本
の
社
会
教
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
長
野
市
の

取
組
み
で
し
た
。

　

こ
れ
以
降
、
公
民
館
で
は
青
年

教
育
・
婦
人
教
育
の
充
実
に
向
け

様
々
な
講
座
が
開
設
さ
れ
、
熱
心

な
受
講
生
が
集
い
生
涯
学
習
の
熱

が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
城
山
公
民
館
で
は
成
人

学
校
を
開
校
し
て
い
ま
す
が
、

「
こ
れ
ま
で
の
成
人
学
校
の
歩
み

を
知
り
た
い
」
と
い
う
受
講
生
の

声
に
応
え
、
城
山
公
民
館
成
人
学

校
の
今
昔
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
講
座
と
受
講
生

　

城
山
公
民
館
の
成
人
学
校
は
昭

和
50
年
代
に
最
盛
期
を
迎
え
、
講

座
数
は
51
を
数
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
受
講
生
も
2
0
0
0
人
に
せ

ま
る
ほ
ど
の
活
況
を
呈
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
、
洋
画
は
全
5
講
座
、

料
理
は
全
6
講
座
を
開
設
す
る
な

ど
人
気
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
8
ミ
リ
映
画
」
は
、
ま

さ
に
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
講
座

と
し
て
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　

本
年
度（
令
和
6
年
度
）は
、
全

26
講
座
で
約
3
4
0
人
の
受
講
生

が
学
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
55
年
度

と
比
べ
て
み
る
と
、
書
道
・
茶
道
・

囲
碁
・
盆
栽
の
よ
う
に
日
本
文
化

を
代
表
す
る
講
座
が
脈
々
と
続
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一

方
、「
健
康
ラ
イ
フ
」
の
よ
う
に
、

身
体
の
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
講
座
も
開
設
さ
れ
、
健
康
志

向
の
現
代
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

受
講
生
の
年
代
別
割
合

　

成
人
学
校
の
受
講
生
の
年
代
構

成
に
は
、
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
に
は
、
30
代
～
50

代
の
受
講
生
が
全
体
の
70
％
以
上

を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

70
代
以
上
の
受
講
生
が
全
体
の
77

％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
成
人
学
校
の
主
な

受
講
生
で
あ
る
女
性
の
中
に
働
く

方
が
増
え
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
、
今
回
の
成
人
学
校
今
昔

は
、
講
座
や
受
講
生
関
係
に
絞
っ

て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
機
会
が
あ

れ
ば
、
ま
た
特
集
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

（
小
池
）
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生
涯
学
習
　
学
び
の
場

 

城
山
公
民
館
成
人
学
校
今
昔

特集

城山公民館成人学校講座関係一覧
昭和 55年度（1980）　区分別 令和 6年度（2024）　区分別

区
分 講座科目 講座

数
受講
生数

区
分 講座科目 講座

数
受講
生数

一
般
教
養

古典文学 1 53 一
般
教
養

ゆっくりじっくりEnglish 1 11
俳　句 1 47 眞子の実用英会話初級 1 11
母親英語 3 73 郷土史「善光寺」 1 12
話し方 2 79

趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

書道初級 1 17

趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

書　道 3 139 書道「写経入門」 1 13
ペン習字 1 51 洋　画 1 21
洋　画 5 220 水彩画初級 1 20
日本画 2 77 水彩画「写生」 1 14
版　画 1 20 四季折 ・々スケッチ・パステル・日本画 1 10
切り絵 1 29 New人物画 1 11
木　彫 1 32 木版画 1 11
陶　芸 1 41 悠遊 BONSAI「盆栽」 1 10
盆　栽 2 56 四季に愛される盆栽とわたし 1 10
囲　碁 2 86 囲碁入門 1 12
8 ミリ映画 1 11 太極拳 1 19
詩　吟 2 79 火よる太極拳 1 20
民　踊 1 52 健康ライフ 1 10

家
庭
生
活

茶　道 3 126 ウクレレのある生活 1 12
華　道 2 94 ウクレレをはじめよう 1 10
洋　裁 2 86 憧れのギターライフ 1 12
和　裁 2 84 たのしいハーモニカ教室 1 12
着つけ 1 40 家

庭
生
活
・
他

茶　道 1 16
編　物 2 73 お仕事帰りにたしなむ茶道 1 10
趣味の手芸 1 45 楽しくソーイング 1 13
染色と革手芸 1 47 かんたん着物リフォーム 1 14
室内デザイン 1 23 パッチワーク・キルト 1 10
料　理 6 218 合　計 26 341
合　計 51 1981

受講生の年代別割合� 数字は割合（％）

年度 20歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60代以上
昭和 56年 0.4 11 27.4 22.7 22.5 16
令和 6年 0 1.5 0.6 2.7 6.8 ※88.4

※�令和 6 年度「60
代以上」のうち、
70 代以上の割合
が全体の 77％

開館当時の長野市公民館（城山公民館前身）

市
民
講
座

ご
案
内

今
後
のお

申
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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城
山
公
民
館
　
歴
史
シ
リ
ー
ズ

城
山
公
園そ

の
15

そ
の
15

　

現
在
、
日
々
変
貌
す
る
城
山
公

園
一
帯
。
こ
の
歴
史
あ
る
城
山
公

園
の
か
つ
て
の
姿
を
長
く
記
憶
に

と
ど
め
て
お
き
た
い
と
願
い
、
本

シ
リ
ー
ズ
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
城
山
公
園
の
北
に
は
、

か
つ
て
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
長
野
市
を
は
じ
め
広
く
県
下

各
地
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
こ
の
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
と

7
月
に
開
館
し
た
「
な
が
の
こ
ど

も
館
な
が
ノ
ビ
！
」
に
つ
い
て
ふ

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼

　

昭
和
60
年
（
1
9
8
5
）
7

月
、
21
世
紀
を
に
な
う
子
ど
も
た

ち
に
、
最
近
の
科
学
や
基
礎
科
学

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
施
設
と

し
て
、
長
野
市
少
年
科
学
セ
ン
タ

ー
が
開
館
し
ま
し
た
。
建
物
は
地

上
1
階
、
地
下
1
階
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
、
実
験
工
作
室
も
そ

な
え
、
総
額
11
億
円
を
か
け
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、自
分
の
手
・
足
・
目
・�

耳
な
ど
体
全
体
を
つ
か
っ
て
、
基

礎
原
理
・
最
新
の
科
学
技
術
を
体

験
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科

学
知
識
や
科
学
す
る
夢
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
た

当
時
は
、
長
野
市
周
辺
に
同
様
の

施
設
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て

大
変
な
人
気
と
な
り
ま
し
た
。
宇

宙
遊
泳
に
似
た
体
験
が
で
き
る
冒

険
広
場
の
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
や
航
空

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
は
、

休
日
に
は
順
番
待
ち
が
で
き

る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
後
、

し
な
の
鉄
道
の
運
転
室
模
型

な
ど
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

展
示
物
も
時
代
の
変
化
と
と

も
に
更
新
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
を
夢
中
に
さ
せ
ま
し
た
。

少年科学センターで人気だった
交通パノラマ

　

開
館
初
年
度
の
入
場
者
数

は
10
万
人
を
超
え
、
県
下
各

地
の
小
学
校
の
遠
足
や
社
会

見
学
の
目
的
地
と
し
て
定
番

と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
長
野
市
か
ら
は
、
こ
こ

で
開
催
さ
れ
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ー
や
実
験
工
作
教
室
な
ど
の
催
し

に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
も
多

く
、
ま
さ
に
子
ど
も
た
ち
の
夢
や

好
奇
心
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
施

設
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
長
く
親
し
ま
れ
て

き
た
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
で
し
た

が
、
令
和
4
年
（
2
0
2
2
）
3

月
に
そ
の
任
務
を
終
え
、
惜
し
ま

れ
つ
つ
閉
館
し
ま
し
た
。

▼

　

さ
て
、
今
回
の
城
山
公
園
再
整

備
計
画
の
中
で
、
少
年
科
学
セ
ン

タ
ー
の
施
設
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、「
な
が
の
こ
ど
も
館
な
が
ノ

ビ
！
」
と
し
て
、
令
和
6
年
7
月

28
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

な
が
ノ
ビ
！
は
、
自
然
・
動
物
・�

科
学
を
入
口
に
、
不
思
議
や
驚
き

に
出
会
い
成
長
す
る
空
間
で
、
子

ど
も
の
豊
か
な
感
性
と
好
奇
心
、

探
求
心
、
思
考
力
を
育
む
環
境
を

提
供
し
、
子
ど
も
の
生
き
る
力
を

育
も
う
と
す
る
屋
内
遊
戯
施
設
で

す
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く
の
親

子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
新
た
な
子
ど
も
た

ち
の
空
間
が
城
山
の
地
に
誕
生
し

ま
し
た
。�

（
小
池
）

　

湯
谷
区
は
、

上
松
3
・
4
・

5
丁
目
か
ら

な
っ
て
お
り
、

上
松
5
区
の

一
番
北
側
に

位
置
し
、
北
は
浅
川
沿
岸
を
境
と

し
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
9
月
1

日
現
在
、
世
帯
数
は
9
9
8
、
区

民
2
0
4
5
名
で
す
。

　

昭
和
38
年
に
、
上
松
区
か
ら
湯

谷
区
が
誕
生
し
、
令
和
5
年
に
は

区
制
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
区

で
は
、
10
年
の
節
目
ご
と
に
区
制

誕
生
の
お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
22
日
に
は
、
湯
谷
小
学

校
で
荻
原
市
長
さ
ん
や
多
く
の
来

賓
を
迎
え
て
記
念
式
典
を
行
い
、

地
区
出
身
国
際
演
奏
者
の
西
山
兄

弟
コ
ン
サ
ー
ト
、
湯
谷
小
児
童
中

心
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
湯
谷

神
楽
保
存
会
の
獅
子
舞
等
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、湯
谷
区
で
は
月
2
回
、湯

谷
小
児
童
の
防
犯
・
交
通
安
全
見

守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
街
の
環
境
整
備
と
し

て
、
春
・
秋
2
回
、
区
民
全
員
で

排
水
溝
清
掃
・
公
園
の
除
草
な
ど

環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
区
と
し
て
災
害
対
応
に
万

全
を
期
す
た
め
、
梅
雨
前
と
秋
の

2
回
、防
災
訓
練
を
実
施
し
、災
害

発
生
時
の
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

区
民
行
事
と
し
て
は
、
8
月
14

日
の
盆
踊
り
大
会
に
4
5
0
人
の

区
民
等
が
参
加
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
9
月
7
日
に
は

公
会
堂
で
敬
老
会
を
行
い
、
古
希

を
迎
え
た
方
か
ら
長
老
の
方
ま
で

参
加
さ
れ
お
祝
い
し
ま
し
た
。
9

月
22
日
に
は
、
駒
形
嶽
駒
弓
神
社

の
秋
季
祭
典
の
宵
祭
り
で
上
松
5

区
の
神
楽
が
里
宮
神
社
に
集
ま
り
、

仕
掛
け
花
火
に
獅
子
舞
、
神
輿
と

祭
り
の
醍
醐
味
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

湯
谷
区
で
は
、
区
民
の
皆
様
が

「
湯
谷
区
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

「
心
が
安
ら
ぐ
街
」「
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
の
街
」
と
思
え
る
よ
う
、
区

長
は
じ
め
役
員
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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シ
リ
ー
ズ
　

我
が
町
　
湯
谷
区
　
区
長　

池
内　
公
雄

長野市少年科学センター・ながのこども館 ながノビ！

ながのこども館　ながノビ！

湯谷区創立 60周年記念式典
2023 年 10月 22日
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折
々
日
記

地
球
温
暖
化
を
地
域
で
考
え
る

山
口　

茂
文

　

身
の
回
り
か
ら
四
季
の
季
節
感

が
薄
れ
て
い
っ
た
の
は
何
時
の
頃

か
ら
だ
っ
た
ろ
う
か
。
今
年
は
10

月
で
も
街
の
食
堂
に
は「
か
き
氷
」

の
暖
簾
が
元
気
に
揺
れ
て
い
た
。

　

以
前
か
ら
、
年
々
ア
ル
プ
ス
の

氷
河
が
融
け
て
後
退
し
氷
山
が
崩

れ
落
ち
る
現
実
を
知
る
中
、
今
夏

も
日
本
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
地

域
を
大
降
雨
が
襲
い
、
住
民
や
建

物
に
壊
滅
的
な
被
害
が
出
て
い
る

様
に
圧
倒
さ
れ
る
。
実
に
地
球
温

暖
化
の
影
響
と
そ
の
規
模
は
生
半

可
で
な
い
の
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
の
危
機
意
識
は
昨
年
7
月
、

国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
に

温
暖
化
を
超
え
て
「
地
球
沸
騰
化

の
時
代
が
到
来
し
た
」
と
さ
え
語

ら
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

一
方
で
年
々
長
引
く
高
温
の
気

候
に
私
達
も
す
っ
か
り
慣
れ
て
き

た
の
か
、
生
活
ス
タ
イ
ル
も
大
き

く
変
化
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
あ
る
種
、
強
い
ら
れ
た
温
暖

化
へ
の
適
応
反
応
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。
実
際
、
身
近
な
例
で
は
衣
替

え
や
高
校
野
球
の
試
合
時
間
帯
も

慣
例
を
変
え
、
ノ
ー
タ
イ
の
Ｙ
シ

ャ
ツ
姿
も
普
通
と
な
り
、
米
や
ブ

ド
ウ
等
の
農
作
物
も
高
温
に
強
い

品
種
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
極
暑
が
長
引
く
中
、
熱

中
症
の
予
防
に
エ
ア
コ
ン
の
適
切

な
使
用
が
謳
わ
れ
る
。
し
か
し
、

エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
室
内
で
過
ご

し
て
い
く
の
が
最
適
な
行
動
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

歩
道
の
両
側
に
は
、
木
陰
を
作

る
長
く
続
く
街
路
樹
の
並
木
、
あ

る
い
は
太
陽
光
発
電
で
作
動
す
る

ミ
ス
ト
発
生
装
置
や
虹
色
に
広
が

る
シ
ャ
ワ
ー
を
生
み
出
す
噴
水
な

ど
。
歩
道
を
囲
む
周
辺
が
こ
う
し

た
装
い
で
整
備
さ
れ
て
い
た
な
ら
、

過
度
に
エ
ア
コ
ン
に
頼
ら
ず
と
も
、

夏
場
の
散
策
は
健
康
的
な
過
し
方

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
強
い
思
い
に
駆
ら
れ
た

夏
の
時
期
、
城
山
公
園
や
セ
ン
ト

ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア
等
の
噴
水
の
周

り
で
弾
む
子
ど
も
達
の
姿
が
、
沸

騰
し
て
い
る
都
市
に
何
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
か
と
て
も
重
要
な

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
長
野
の
街
中
に
は
、
裾

花
川
か
ら
誘
導
さ
れ
た
幾
筋
も
の

小
川
が
暗あ

ん

渠き
ょ

で
流
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
水
流
を
活
用
し
て
、
た
と

え
ば
「
水
の
広
場
」
を
整
備
し
広

げ
て
い
く
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

住
み
易
く
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

は
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
が
、

都
市
の
温
暖
化
を
い
か
に
抑
制
し

て
い
く
か
、
政
策
作
り
に
は
欠
か

せ
な
い
視
点
だ
と
考
え
て
い
る
。

編
集
後
記

　

有
っ
て
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
こ
と
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
、
戸
惑
い
と
違
和
感
を
抱
い

て
し
ま
い
ま
す
。
有
っ
て
当
た
り

前
の
こ
と
な
ど
無
い
こ
と
は
知
っ

て
い
る
は
ず
な
の
に
。

　

時
を
経
て
ふ
と
思
い
巡
ら
し
た

時
、
当
た
り
前
と
思
え
た
有
り
難

さ
を
感
じ
ま
す
。
今
ま
で
9
年
間

に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
田
辺
先
生

の
特
別
寄
稿
は
、
有
っ
て
当
た
り

前
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
有
難
く
感
謝
で
す
。

　

さ
て
、
気
づ
け
ば
師
走
で
す
。

来
年
は
「
復
活
と
再
生
」
を
意
味

す
る
巳
年
で
す
。
安
寧
な
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。�

（
今
井
）
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成
人
学
校
作
品
展
・

学
習
発
表
会

　

第
47
回
城
山
公
民
館
成
人
学
校

作
品
展
・
学
習
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
生
の
発
表
や
制
作
の

数
々
を
、
多
く
の
皆
様
に
鑑
賞
い

た
だ
き
た
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
期
日
・
時
間

　

令
和
7
年
2
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　

2
月
15
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

2
会
　
場

　

城
山
公
民
館
本
館

　

第
二
地
区
分
館

3
内
容
（
予
定
）

〔
展
示
〕

　

�

書
道
「
写
経
入
門
」・
書
道
初

級
・
水
彩
画
初
級
・
水
彩
画

「
写
生
」・
洋
画
・
Ｎ
ｅ
ｗ
人
物

画
・
四
季
折
々
「
ス
ケ
ッ
チ
・

パ
ス
テ
ル
・
日
本
画
」・
木
版

画
・
楽
し
く
ソ
ー
イ
ン
グ
・
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
・
悠
遊
Ｂ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
「
盆
栽
」・
四
季

に
愛
さ
れ
る
盆
栽
と
わ
た
し
・

眞
子
の
実
用
英
会
話
初
級
・
か

ん
た
ん
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
・
囲

碁
入
門

〔
ス
テ
ー
ジ
発
表
〕

　

�

太
極
拳
・
火
よ
る
太
極
拳
・
憧

れ
の
ギ
タ
ー
ラ
イ
フ
・
た
の
し

い
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
・
ウ
ク
レ

レ
の
あ
る
生
活
・
ウ
ク
レ
レ
を

は
じ
め
よ
う

〔
茶
道
点
前
〕

　
�

茶
道
・
お
仕
事
帰
り
に
た
し
な

む
茶
道

※
チ
ラ
シ
は
12
月
回
覧
予
定

第47回

成
人
式
の
ご
案
内

　

第
一
・
第
二
地
区
の
成
人
式
を

開
催
し
ま
す
。ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
　

該
当
者

　

�　

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、
第
一
・
第
二
地
区

に
居
住
、
ま
た
は
実
家
が
あ
る

者
。

2
　

日
時

　

令
和
7
年
1
月
12
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
9
時
20
分
～

　

式
典　

午
前
10
時
00
分

　

�（
状
況
に
よ
り
延
期
・
中
止
の

可
能
性
あ
り
）

3
　

会
場

　

善
光
寺
事
務
局
講
堂

4
　

主
催

　

�

長
野
立
城
山
公
民
館
、
第
一
・

第
二
地
区
住
民
自
治
協
議
会

5
　

参
加
方
法

　

住
民
登
録
が
第
一
・
第
二
地
区

に
あ
り
、
事
前
に
電
子
申
請
等
に

よ
り
出
席
申
し
込
み
を
し
た
方

に
、
12
月
上
旬
頃
案
内
状
・
出
席

票
を
郵
送
し
ま
す
。
当
日
は
、
出

席
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
該
当

者
で
現
在
は
住
民
登
録
が
長
野
市

に
な
い
方
は
、
城
山
公
民
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
2
3
2-

3
1
1
1

※�

他
地
区
の
方
の
参
加
は
お
断
り

し
て
い
ま
す
。

令和6年度
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